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『経営学はビジネスの役に立つのか』 

 

今回はある本がきっかけで、掲題のコラムを書こうと思い立ちました。奇しくもその本は、経営学

研究を指導していただいた恩師である大滝精一先生（東北大学大学院経済学研究科長）の還暦

お祝い会に出席するため、年の瀬の仙台へ赴いた往復の新幹線車中で読んだものでした。 

 

■世界の経営学者はいま何を考えているのか 

『世界の経営学者はいま何を考えているのか』というタイトルを 初に見たとき、「海外“では”○

○○○が常識」と喧伝する、いわゆる“出羽守（“でわ”のかみ）”タイプの威圧本、ないしは黒船襲

来という外圧を利用した国内経営学業界への警鐘本の類かと、たいへん失礼なことながら勘違い

し、すぐには手に取らずにおりました。 

既に、著者自身が日経ビジネスオンラインで連載を開始し、またネット上で書評も出ているよう

なので、本書の内容についての理解が世の中で進んでいるかも知れません。よって、その内容に

ついて、ここでは詳しく述べません。簡単に紹介すると、「日本で一般的にはあまり知られていない

米国などの経営学研究において、その先端ではおもに何が議論されているのかを、可能な限り平

易に解説しようとするもの」であるといえます。 

一方で、日本では実務界を中心に親しまれているドラッカーを米国経営学者は読まない（引用

しない）、ハーバードビジネスレビューは学術誌ではない、といった本書第１章における著者の見

解に対して、国内メディアが注目し、評判を集めています。 

しかし、これらのある種のバイアスが掛かった寸評ほどには本書の内容は煽動的ではなく、経

営学や経済学を研究としてかじったことがある者にとっては、特に違和感のない常識的な話で本

書の大部分は占められていると感じるはずです。 

むしろ、「米国と日本の経営学におけるアプローチの違い」を、あらためて浮き彫りにしている点

に注目するべきでしょう。著者も指摘するように、米国の経営学はひたすら科学となることを目指

しており、日本のようにケーススタディ中心のアプローチとは対照的であるという現状については、

概ねそのとおりだと思います。 

 

■実践と理論のバランス 

経済学と経営学を中途半端に修めた私などは、「経済学は３００年前の熱力学を模した“なんち

ゃって“科学だ」とか、「経営学はただの漫才ではないか」という心境に至っていたことが過去には

あり、学問として捉える価値があるのかから疑問に感じた時期もあります。 

しかし、その科学でさえも、たとえば普遍的な法則が宇宙に存在するという前提で物理学は存

在していますが、その前提となる仮説を実証することは現実には困難です。こう考えると気が楽に

なり、以降はビジネスにおいて大きく道をはずさないために、概ね正しいであろうという「導き」を研

究成果に求めたいと考えるようになりました。 



現場を駆けずりまわり、帰納的に解を探す必要性はわかっていても、場当たり的にことにあたる

だけでは、絶望的な気分に至ることもあります。ケインズがいうところの「アニマルスピリッツ（野心

的意欲）」だけではたいへんです。しかし、それを回避するためにオフィスにこもり、机上の空論よ

ろしく演繹的な議論に拘泥していると、「失敗の本質」のように日本軍の轍を踏む可能性が高まり

ます。 

したがって、演繹的に導かれた理論を参考にしつつも、現場では帰納的に思考するというスタイ

ルのほうが、Ｎ・タレブがいうところの「まぐれあたり」に任せるよりも、道を踏み外すリスクが緩和さ

れるのではないかと考えるようになりました。 

本書でも、企業が組織として新しい知を求める活動である「知の探索」と、既存の知識を改良し

ていく「知の深化」、このバランスを保つ「両利きの経営」がイノベーションを促すうえで重要である

ことを指摘しています。企業組織が「知の探索」を怠り、本質的には「知の深化」に傾斜しがちであ

ることは宿命で、これは演繹的思考に囚われることと通底していると思われます。 

 

■役に立つ研究成果を発見し、正しく利用すること 

日本の経営学が本書で指摘されているような、いわゆる「ガラパゴス状態」にあるのであれば、

それは利用する側、つまりビジネス界に需要がないことが原因かも知れません。あるいは、見る

べきものが多くないと考えられ、結果的にあまり重視されていないのかも知れません。いずれにし

ても、日本でドラッガーやビジョナリー・カンパニーを好んでいるのは、どちらかというと経営学者よ

りも実務家ではないかというのが個人的な実感です。 

「電力の鬼」と呼ばれ、電力中央研究所を創設した松永安左エ門は、戦後日本の産業復興に大

きな軌跡を残した科学的経営者として高い評価を得ています。翁のような科学的経営者を志向す

るならば、理論と実証分析に裏打ちされた知のフィードバックを利用せずにはおれません。 

どのような学問領域でも、「役に立つ研究成果を発見し、正しく利用することができる」というユ

ーザー側の資質が問われることは当然です。この点については経営学も例外ではありません。よ

って、「経営学はビジネスの役に立つのか」という冒頭の命題に対しては、「真なり」と考えるべきで

すし、ユーザー側にも相応の知性が必要であると自覚するべきと思います。 
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